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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ① 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定時の確認種（河口部） ■ 飛翔高度測定例数（河口部）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ② 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度別測定例数（河口部）

飛翔高度調査の結果を、分類群別にみるとシギ・チドリ類の飛翔高度は低く、70%が
10m未満（うち54%が1m未満の水面すれすれ）の飛翔であり、30m以上を飛翔する個
体は8.2%しか確認されなかった。カワウはシギ・チドリ類同様に飛翔高度の低い個体が
多かった（52%が10m未満（うち39%が1m未満の水面すれすれ）の飛翔であった）が、
30m以上を飛翔する個体も25%確認された。カワウは、川の上下流方向を移動する際や、
川の上空から外れて堤外地上空を飛翔する際に飛翔高度が高かったため、測定高度も高い
例が多くなったと考えられる。

一方、シギ・チドリ類、カワウに比べて、カモメ・アジサシ類の飛翔高度は高かった。
カモメ・アジサシ類は、76%が20m以上（94%が10m以上）の高度を飛翔し、1m未
満の水面すれすれを飛翔する例は確認されなかった。

カモ類は10例、サギ類は、4例しか測定できていない。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ③ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定時の確認種（阿波しらさぎ大橋） ■ 飛翔高度測定例数（阿波しらさぎ大橋）

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 17



■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ④ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度別測定例数（阿波しらさぎ大橋）

阿波しらさぎ大橋における飛翔高度調査の結果では、カワウ（48例）、
カモ類（40例）以外の分類群の測定例数はいずれも10例未満と少なく
なった。
ここでは、カワウ及びカモ類の飛翔高度について述べる。

カワウは62.5%が20m以上の高い高度を飛翔し、80%以上が10m以上
の高度を飛翔した。しらさぎ大橋の上空を通過する例がほとんどであり、
しらさぎ大橋の下を通過した例は8例しか確認されなかった。
カモ類も同様に、60.4%が20m以上の高い高度を飛翔し、87.5%が10m
以上の高度を飛翔した。阿波しらさぎ大橋の上空を通過する例がほとんど
であり、阿波しらさぎ大橋の下を通過した例は6例しか確認されなかった。であり、阿波しらさぎ大橋の下を通過した例は6例しか確認されなかった。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑤ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月8日）

吉野川河口右岸には、人工海浜があり、人工海浜方
向からシギ・チドリ類、カワウ等が飛翔することが
多かったことから、右岸河口付近の飛翔経路が多く
なった。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑥ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月8日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑦ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月8日）

17時～18時

（大潮：干潮11時02分）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑧ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月9日）
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（大潮：干潮11時37分）

5時～8時 8時～11時

特に、5月9日は、シギ・チドリ類が調査開始の5時前に、人工海浜でねぐらをとっていたが、5時以降人工海浜から
吉野川河口干潟に向けて一斉に移動を始めたことから、吉野川河口右岸付近の飛翔経路が多くなっている。また、こ
の際のシギ・チドリ類は、基本的に水面すれすれの高度を飛翔していたことから、青色（10m未満）の高度が多く
なっている。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑨ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月9日）

（大潮：干潮11時37分）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑩ 飛翔高度調査～

■ 飛翔高度測定結果（平成25年5月9日）

（大潮：干潮11時37分）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑪ 飛翔状況調査～

■ 飛翔状況調査で確認した水鳥類 ■ シギ・チドリ類のねぐら位置

満潮時のねぐら

飛翔状況（出入り確認）：左岸

St.1

St.3

ハマシギ トウネン

飛翔状況（出入り確認）：右岸

St.2
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑫ 飛翔状況調査～

これらの鳥類は、主に河口部分を通過して移動していたが、一
部は堤内地を通過して飛翔する個体も確認された。

本調査で特に注目したシギ・チドリ類は、潮の干満に合わせて
飛翔しており、堤内地上空を飛翔する例は少なく、群れで河口部
分を通過する例が多かった。シギ・チドリ類は、河口両岸にある
ねぐらから、採餌場である河口干潟へと飛翔しているものと考え
られた。

カワウは、河口干潟へは休息に訪れており、阿波しらさぎ大橋
から河口までの区間の水面では採餌していた。大きな群れでの移
動は確認されなかった。カワウも基本的には河口部分を通過して
海と吉野川との移動をしていたが、シギ・チドリ類と比較して、
堤内地上空を通過する個体が多く確認された。

カモメ・アジサシ類は、確認例の多くがコアジサシであり、河
口海側としらさぎ大橋から河口部分の区間で採餌していた。堤内

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月8日）

地上空を飛翔することは少なく、河口端の両岸で海へ飛翔する際
に堤内地を横切る飛翔が確認された。

カモ類の確認例は、カルガモであり、海と河口部分との移動は
ほとんど確認されず、しらさぎ大橋を挟んで上下流方向の移動が
多かった。また、他の種と比べて、カルガモは、堤内地への飛翔
も多く確認された。
出入り状況の確認結果を個体数に応じて飛翔経路の線の太さを変
えて以降に示す。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑬ 飛翔状況調査～

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月8日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑭ 飛翔状況調査～

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月8日）

15時～17時 17時～18時

（大潮：干潮11時02分）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑮ 飛翔状況調査～

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月9日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑯ 飛翔状況調査～

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月8日）
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（大潮：干潮11時37分）

69 64
44

15

-18

-48
-68 -72

-58

-34

-5

28

55

-100

-50

0

50

100

5:00 7:00 9:00 11:00 13:00 15:00 17:00

水
位
（
T
.P
）
c
m

5月9日

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 30



■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑰ 飛翔状況調査～

■ 出入り状況確認結果（平成25年5月8日）
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（大潮：干潮11時37分）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑱ 飛翔状況調査～

■ カウント時間毎の変動（5/8、上：個体数、下：種数）
カウント時間毎の個体数変動
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■ 潮位別水鳥類個体数

個体数は、シギ・チドリ類が干潟に集まる
際に多く確認された。ハマシギやダイゼン
などのシギ・チドリ類の群れが河口部に
入った際に個体数が大きくなっている。
5月8日は、干潮時に干潟に多くのシギ・
チドリ類が飛来したことにより、11時以
降の確認個体数が多くなった。シギ・チド
リ類は、満潮になっても干潟で休息したた
め、個体数はそのまま大きく変動しなかっ
た。午前中は、干潟上空でハヤブサがヒヨ
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かったことから、個体数が少なかったと考
えられる。
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑲ 飛翔状況調査～

カウント時間毎の個体数変動
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■ カウント時間毎の変動（5/9、上：個体数、下：種数）

5月9日は、満潮から潮が引き始めるにつれ
て干潟に多くのシギ・チドリ類が飛来した
ことにより、朝から確認個体数が多くなっ
た。シギ・チドリ類は、満潮時に左岸河口
のテトラポットに移動して休息したため、
個体数は少なくなった。

■ 潮位別水鳥類個体数

0

2

4

6

8

10

12

14

16

5:00 8:00 11:00 14:00 16:00

2013/05/09

カウント時間

種
数

69 64
44

15

-18

-48
-68 -72

-58

-34

-5

28

55

-100

-50

0

50

100

5:00 7:00 9:00 11:00 13:00 15:00 17:00

水
位
（
T
.P
）
c
m

5月9日

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 33



■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（鳥類） ⑳ 飛翔状況調査～

カワウ
カモメ・アジ

サシ類
シギ・チドリ

類
サギ類 カモ類 総計

5:00 136 0 33 1 10 180

8:00 7 0 2 0 47 56

11:00 22 0 343 3 14 382

15:00 11 9 340 3 20 383

17:00 8 13 339 0 15 375

総計 184 22 1057 7 106 1376

5:00 2 20 291 1 32 346

8:00 12 0 468 3 22 505

11:00 11 0 142 4 22 179

14:00 12 2 402 1 22 439
5/9

5/8

分類群

日付 カウント時間

本調査で特に注目したシギ・チドリ類は、群れで移動するため、
群れの行動に大きく左右された。基本的に干潟干出時に採餌する
ために干潟に訪れたが、5月8日の午前中はハヤブサが干潟上空
で小鳥類の狩りを行っていたことから、シギ・チドリ類の確認個
体数が少なくなった。

調査で確認されたシギ・チドリ類では、ハマシギとダイゼンの
個体数が多く、これらの種が群れで河口干潟に採餌・休息に訪れ
た際の個体数が多くなっている。

■ 調査時間別水鳥類個体数（上：全体、下：シギ・チドリ類）

16:00 7 12 516 1 5 541

総計 44 34 1819 10 103 2010

イソシギ
オオソリハシ

シギ
キアシシギ

キョウジョシ
ギ

シロチドリ
ダイシャクシ

ギ
ダイゼン

チュウシャク
シギ

トウネン ハマシギ ホウロクシギ ミユビシギ シギ（小型） チドリsp.

5:00 1 0 0 1 0 0 16 2 0 11 0 0 2 0

8:00 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

11:00 0 2 0 3 0 0 79 6 0 252 1 0 0 0

15:00 1 1 4 0 0 0 20 2 2 303 2 5 0 0

17:00 1 0 4 0 0 0 16 3 2 310 1 1 0 1

総計 3 3 8 4 0 0 132 14 4 876 4 6 2 1

5:00 1 0 1 0 0 0 3 1 0 285 0 0 0 0

8:00 1 0 3 1 0 0 44 1 0 388 0 30 0 0

11:00 0 0 2 0 0 0 21 2 0 117 0 0 0 0

14:00 1 0 3 0 1 1 27 0 0 369 0 0 0 0

16:00 0 1 0 0 0 1 72 0 0 441 1 0 0 0

総計 3 1 9 1 1 2 167 4 0 1600 1 30 0 0

5/8

5/9

種 名

日付 時間

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 34



■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（シギ科・チドリ科）①～

■シギ科・チドリ科飛翔高度測定結果まとめ（平成25年5月8日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（シギ科・チドリ科）②～

■シギ科・チドリ科飛翔高度測定結果まとめ（平成25年5月9日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（シギ科・チドリ科）③～

■シギ科・チドリ科出入り状況確認結果まとめ（平成25年5月8日）
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■ 参考資料④ ～平成25年度事前調査（シギ科・チドリ科）④～

■シギ科・チドリ科出入り状況確認結果まとめ（平成25年5月9日）

5時～8時 8時～11時 11時～14時
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